
　7月から10月にかけては日本に接近・上陸する台風が多くなり、大雨、洪水、暴風、高波、高潮などを

もたらします。また、川の氾濫や土石流、がけ崩れ、地すべりなど、人々の生活や生命が脅かされるよう

な自然災害が度々発生しています。

　最近では、 し、特に宅地等の開発が進んだ都市部で

は、川の急激な増水が生じたり、道路や住宅の浸水、道路のアンダーパス等の地下空間の水没といった被

害や雨で増水した川や田んぼを見に行って流されてしまったり、浸水した道路で側溝の境界が見えにくい

ために転落したりする事故も発生しています。　　　　（内閣広報室資料参照）

　【暴風による災害】

　風で飛ばされてきたものや、周辺の倒木により電線が切れて停電すること

が考えられます。また、倒木は建物への被害も考えられます。最大風速が40

m/sを超えると電柱が倒れたりすることがあるそうです。さらに、台風の周

辺では、暖かい空気が流れ込み大気の状態が不安定となり活発な積乱雲が発

生して竜巻等の激しい突風被害も考えられます。

グリーンテラスでも第5公園の木が倒れ住宅内への通路をふさぎ緊急車輌の妨

害になることもあります。チェンソー等切断道具があってもいいですね。

【土砂災害】

　土砂災害は、すさまじい破壊力をもつ土砂が、一瞬にして多くの人命や住宅などの財産を奪ってしまう

恐ろしい災害です。山腹や川底の石や土砂が集中豪雨などによって一気に下流へと押し流される現象を土

石流といいます。また、山の斜面や自然の急傾斜の崖、人工的に造成された斜面が突然崩れ落ちることを

崖崩れといいます。

 　グリーンテラス周辺には、土砂災害警戒区域・土砂災害特別警戒区域が存在します。

似たような環境で天神橋までの間に２ヵ所、がけ崩れが発生しました。10年以内の出来事です。

1ヵ所は少しの被害ですみましたが、もう1ヵ所の被害は大きく車数台が被害にあいました。

ここでのポイントとしては、がけ崩れは下側への注意だけでなく、日頃から上側への注意も必要という

ことです。公田小学校側では、山の斜面の木が大きくなると上部が重くなり倒木につながる為、ある程度

の大きさで伐採しています。同様に、グリーンテラス1号棟・12号棟西側斜面や公田団地への階段西側の

木々は、大きさや木の状態をよく把握・管理し、倒木に備える必要があるでしょう。

栄区が開設する避難場所～土砂災害～ ※笠間小学校は水害も含む

公田小学校ではありません　ご注意を！

【避難指示（警戒レベル４）】 【土砂災害警戒情報＝横浜市南部＝（警戒レベル４）】

【避難準備・高齢者避難開始命令（警戒レベル３）】 発令により開設されます。

短時間に狭い範囲で非常に激しく降る雨が頻発

栄区防災マップ・土砂災害ハザードマップより
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この通信はみなさんの防災意識を高めていただき、少しでも被害を小さく出来

ることを目的に作成しています。ご意見等ありましたらおよせください。

（グリーンテラス本郷台自治会）

大雨・台風による　災害！






